






















































令和６年度 文部科学大臣杯争奪 

第７５回全日本学生バドミントン選手権大会開催要項（案） 

         

１．主   催  公益財団法人 日本バドミントン協会  全日本学生バドミントン連盟 

２．主   管  関西学生バドミントン連盟  京都府バドミントン協会 

３．後   援  京都府、京都府教育委員会、公益財団法人京都府体育協会、京都市 

京都市教育委員会、公益財団法人京都市体育協会 

長岡京市、長岡京市教育委員会、公益財団法人長岡京市体育協会  

     京都新聞（以上、予定） 

４．協   賛  ヨネックス株式会社、ミズノ株式会社、株式会社ゴーセン 

株式会社ベースボール・マガジン社、日本バドミントン専門店会（以上、予定）  

５．期   日  令和６年１０月１０日（木）〜 １０月１６日（水） 

６．開 催 地  京都府京都市、長岡京市 

７．日   程  １０月１０日（木） 代表者会議 １５：００～ 未定  

     開会式   １６：００～ 未定  

          １１日（金） 男女複 １〜３回戦 

       １２日（土） 男女単 １〜３回戦 

       １３日（日） 混合複 １〜３回戦 

       １４日（月） 男女複４・５回戦 男女単４回戦 混合複４回戦 

    １５日（火） 男女複準決勝 男女単５回戦・準決勝 混合複５回戦 

    １６日（水） 男女複決勝 男女単決勝 混合複準決勝・決勝 

表彰式、閉会式（競技終了後） 

８．会   場  島津アリーナ京都（京都府立体育館） 

           〒６０３－８３３４ 京都市北区大将軍鷹司町  

ＴＥＬ:０７５₋４６２－９１９１ 

西山公園体育館 

〒６１７－０８１２ 京都府長岡京市長法寺谷山 1番地  

ＴＥＬ：０７５－９５４－８０１１ 

          鴻ノ巣山運動公園体育館（城陽市民体育館） 

           〒６１０－０１２１ 京都府城陽市寺田奥山 １番地 

ＴＥＬ:０７７－４５５－６２２２ 

９．種   目  個人戦 男子単、男子複、女子単、女子複、混合複 

１０．競 技 規 則       令和６年度（公財）日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程及び同公認審

判員規程による。 

１１．競 技 方 法       （１）各種目ともトーナメント戦方式による。３位決定戦は行わない。 

        （２）シングルス・ダブルス・混合ダブルスは兼ねて出場できる。 

１２．使用用器具  （公財）日本バドミントン協会検定・審査合格用器具及び令和６年度第１種検定合

格水鳥球を使用する。 



１３．参 加 資 格 （１）令和６年度（公財）日本バドミントン協会の会員登録を完了している者。 

（２）令和６年度全日本学生バドミントン連盟及び各地区学生バドミントン連盟に

登録を完了している者。 

（３）令和６年度有効な審判員資格を持っている者（大会申込時に有効な資格を持っ 

ていること）。ただし、大会申し込み時に有効な審判委員資格を持っていなく 

てもこの大会以前に３級資格検定を受講し合格したものはこの限りではない。 

   （４）男女の単・複は、以下のとおりとする。 

①令和６年度東日本・西日本選手権大会においてベスト３２以上の選手。 

②全日本学生バドミントン連盟に推薦された選手（若干名）。 

③各地区学生連盟に推薦された選手。推薦による枠数は、北海道３名（組）、

東北３名（組）、関東１０名（組）、中部４名（組）、関西６名（組）、中四国

３名（組）、九州３名（組）とする。 

         （５）混合複は、以下のとおりとする。 

①令和５年度第７４回全日本学生バドミントン選手権大会男女ダブルスまた

はシングルスでベスト３２以上の選手。 

②前年度（令和５年度）開催本大会のベスト８入賞選手。 

③全日本学生バドミントン連盟に推薦された選手（若干名）。 

④各地区学生連盟に推薦された選手。推薦による枠数は、北海道４組 

東北４組 関東８組 中部４組 関西６組 中四国４組 九州４組とする。 

※ 上記④による推薦者が、①②③の選手とペアを組んだ場合は、その人数を

繰り上げし、各地区推薦枠数は④のままとする。 

１４．組 合 せ  （公財）日本バドミントン協会指名のレフェリー（競技役員長）もしくはデピュテ

ィーレフェリー（競技審判部長）指示の下、主管団体役員との間で執り行う。 

１５．参 加 料  個人戦 単１人 ３，０００円   複１組 ６，０００円  

１６．参加費納入方法  （１）参加大学は参加費を各地区学生連盟が定める期日までに各地区学生連盟の 

口座に納入すること。納入先、締切日等については、登録地区学生連盟の指 

示に従うこと。申込後に出場を取り消しても、参加費は返金しない。 

（２）各地区学生連盟は各大学から納入された参加費を一括して下記の主管学生 

連盟の口座に納入すること（参加費の正誤については、各地区学生連盟の責

任において措置すること）。 

振込先：ゆうちょ銀行  

口座記号番号１４３５０−９４１７２８４１ 

口座名義 関西学生バドミントン連盟    

        ※他金融機関からの振込の場合 

【店名】四三八（読み ヨンサンハチ）【店番】４３８ 普通預金 

【口座番号】９４１７２８４ 

     会計責任者：小野 心優  Tel：０９０－５０９２－３７８４ 

 



１７．申 込 締 切  （１）メール申込締切日         ９月１５日（日） 

（２）郵送申込・参加費納入締切日     ９月２１日（土）必着 

・各地区学生連盟にて取りまとめての申し込みのため、各地区学連への申込締切日

については、登録地区学生連盟からの指示に従うこと。 

１８．参加申込方法 申し込み方法は、「入力ファイル（エクセル＆ワードデータ）」送信と「紙媒体の申込 

書（正・副・控）」郵送の２種類が必要です。 

なお、参加大学からの申し込みは全て所属する地区学連で取りまとめ、地区学連より

一括で手続きをおこなうこと。 

（１）参加大学の行う手続き 

①全日本学生連盟ホームページからダウンロードした所定の申込書（Excel）に

必要事項を入力し「入力したファイル」を電子メールにて所属する地区学連

宛てに送信すること。 

※同一大学における男女チームは別々に書類を作成し、メールの件名、ファイ 

ル名は「インカレ個人戦申込 ＊＊大学」として下さい。 

②メールで申込み後、「入力したファイル」を３部印刷し、各々を正・副・控と

して『都道府県協会会長印を捺印』の上、３部とも所属する地区学連事務局へ

郵送すること（必着）。提出ない場合は棄権扱いとし大会に出場できない。 

③混合複で他大学同士でペアを組む場合、申込書は双方から提出すること。 

         （２）各地区学連の行う手続き 

①各地区学生連盟は各地区登録の参加申込書を取りまとめ、関西学生バドミン

トン連盟宛（cc.全日本学生バドミントン連盟）へメールで送付する。 

【to.関西学生バドミントン連盟 宛】kansaibad@gmail.com 

【cc.全日本学生バドミントン連盟 宛】japanibf@hotmail.co.jp 

②各地区学連は送付された申込書の「正」を（主催）全日本学生バドミントン連

盟事務局宛て、「副」を（主管）関西学生バドミントン連盟送付先に送付する

こと。なお「控」は各地区学連で保管のこと（大会当日持参してください）。 

【全日本学生バドミントン連盟事務局 送付先】 

〒２２７－００３３ 神奈川県横浜市青葉区鴨志田町１２２１－１  

日本体育大学バドミントン研究室大束忠司 宛 

【関西学生バドミントン連盟 送付先】 

〒５４１－００５４ 大阪市中央区南本１－３－９町サンコービル 

９０７号室 関西学生バドミントン連盟 宛 

１９．表   彰 （１）優勝者には、優勝杯、賞状、（公財）日本バドミントン協会より金メダルを授

与する。 

（２）準優勝・３位の入賞者には、それぞれ賞状、（公財）日本バドミントン協会よ

り銀・銅メダルを授与する。 

２０．代表者会議  各大学は、代表者会議に１名、開会式には選手全員が必ず出席すること。 

２１．大会事務局  〒５４１－００５４大阪市中央区南本１－３－９町サンコービル９０７号室

    関西学生バドミントン連盟宛 



２２．宿   泊  別紙宿泊要項のとおり。 

２３．着   衣  競技時の服装は、色付き着衣を使用する場合（公財）日本バドミントン協会審査合

格品とし、上衣ウェアの背面に大学名を必ず明示すること（全日本学生連盟ホーム

ページ「各種書類」にある『着衣上の背面、ロゴ等の表示に関する取り決め』参照

のこと）。ゼッケンを使用する場合には、横３０cm×縦１５cmを基準とし、必ず四

隅を固定すること。なお、文字列の大きさについては（公財）日本バドミントン協

会大会運営規程第２４条による。 

２４．備   考 （１）競技者（部長、監督、コーチ、主将、主務、選手）は、必ず（公財）日本バド

ミントン協会登録会員であること。 

（２）競技者は、マッチにふさわしい服装で臨むこと。また、競技場に入る際は、必

ず室内シューズを着用すること。 

（３）競技中に事故があった場合、応急処置は行うが、以後の責任は各参加者の負担

とする。 

（４）病気・事故に備えて、各自健康保険証を持参すること。 

（５）本大会は、日本アンチ・ドーピング規程が適用される。 

（６）大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、こ

れ以外の目的に利用することはない。 

（７）大会結果・写真等は、関連ホームページ・報道機関に提供・公開されることが

ある。 

（８）（公財）日本バドミントン協会からのお願い 

①開催地のゴミの分別収集にご協力下さい（ゴミは各大学で持ち帰って下さ

い）。 

②宿泊先の部屋から出る時には、必ずエアコン、テレビ、ライトのスイッチを

消して下さい。 

③マイ歯ブラシを持参して大会に参加して下さい。 

以 上 






























